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し

ま

.

す
が
､

痍
念
な
が

ら
こ

の

版
の

所
在
は

今
日
で

も

明
ら
か

に

な
つ

て

い

ま

■

せ

ん
｡

そ
こ

で

セ

ヌ

ク
エ

氏
は
､

『

串

間
轟
術
諭
』

の

成
立
に
か

ん

し
て
､

そ
れ
が

賛
際
に

印
刷
さ

れ
た

の

は
パ

リ

の

ピ

ソ

書
店
だ
が
､

そ

れ
は
ル

サ

ツ

ー

の

要
求
に

よ
つ

て

名
目

だ
け

を

ジ
ュ

ネ
ー

グ
の
.

ハ

タ
ヨ

書
店
と

し
た

の
■
で

あ

ケ
っ
､

と

推
定
し
て

い

ま

す
｡

■

〔

人

間
不

平

等
起
源
論
〕

D
I

S

C

O
P
河
S

一

弘
【
､

出

■
ト
〉

○
由
h

屯
h

竜
也
ぅ
ー
卜

由
払

句
○

曳
b
l

甲

蔓
盲
也
ト
ー

邑
屯
ゝ
h
出

島
p
-

知

居
卜
担
Ⅵ

句
Q

韓
韓
日
叫

二

郎

野
胃

盲
A
望

l

A

雫
田
Ⅷ

(

撃
口
)

声
O
口

笛

臣
P

盲
3
}

･ 1

巨
勺

･

事

･一
軒

b
由

屯

内
耳
L

町

高
言
○
{

こ
日

d
か

p

旨

畠
t
i

ヂ
m
e

已
ロ

E

芸
亡

琴
訂
ロ
e

∵

蔓
り

仁

邑
戸
口

言
p

冒
宍
戸

冨

訂
訂

き
c

O

邑
n

官

㌢

賢
日

邑

号
p

賢

寧
訂
巴
㌢

A

蔓
.

竹

豆
-

t

i

?

P

空
(

≦

笥
e

旨
)

二

ゝ

ゝ
岳
頭
巾

輯
知

b
ゝ

卓

旨
e

恥

巳
A
声
C

E
H

C

H
E
F

河
田

メ
ー

諾
u
}

.
i

苧
∞
｡

〉

F
舛
舛

(
I

H

)

-
N

琵
(
I

l

〕

p
･

.
句

3
日
t
･

d
､

P

p

あ
仏

E
訂
e

P
(

註
)

(

註
)

①

パ

ヮ

国
民

固

着
館

(

田
-
.

苫
β

お

よ

び
ジ
み

ネ
ー

ヴ

封

書

館

-
･

二

筋

1
(

E

訟
ご

田
-

£
い

)

に

所

蔵
き

れ
て

い

ま

す
｡

②

こ

の

原

典
で

は
､

D
H

S

C
O

P
河
S
}

勺
p
→

-

E

A
宅
-

A
の

P
E
び

声
O

q
∽
S

E
A
P
Y

旨
e

N

岩
A
河
C

E
I

C
H
E
F

河
田
ぺ

の

文

字

が

赤

イ
ン

ク

で

印

射

き

れ
て

い

ま

す
｡

③

こ

の

書
物
に

か

≠
し

て

は
､

一

七

五

五

年
の

初

版
の

う

ち

に

三

種
顛
の

傑
作
.
が

あ
り

ま

す
｡

④

こ

の

書
物
に

は
､

フ

ラ

ン

ス

阪
十
五
､

ド

イ

ツ

辰
四
､

′

イ

ギ

ブ

ス

堅
ハ
､

ア

メ

サ

オ
択
一

､

デ
ン

■

て
ク

版
一

､

ス

ぺ

ケ

ン

版

十

一

､

ギ
■
り

シ

ア
世

竺
､

オ

ラ

ン

ダ

堅
一

､

ハ

ン

ガ

リ

ー

版
一

､

イ

タ

ワ

ア

坂
田
､

ポ

ー

ラ

ン

ド

択
一

､

.
ボ

ル

ト

ガ

▼ル
取
一

､

ロ

シ

ア

版
二

が

あ

p

ま

す
｡

こ

の

論
文
は
､

一

七
五

三

年
十
一

月
の

『

メ

ル

キ
ュ

ー

ル

■･
t

フ

ラ

ン

ス

』

誌
が

デ

ィ

ジ
ョ

ソ

･

ナ

カ

デ

ミ

ー

の
一

七
五

四

年

度
の

懸

賞
課
題
と

し
て

｢

人
間
の

間
七

お

け

る

不
平
等
の

起
顔
は

な

に

か

?

そ
し

て
. ､

そ

れ
は

自
然
法
に

よ
つ

て

是
認
さ

れ
る

か

?
+

と
い

う
題
を

廣
督
し

た
の

に

た
い

し
て
･ -

ル

ア
グ

ー

が

こ

れ
に

應
募
す
る

た

め

に

書
い

た
･
も
の

で
､

一

七

草
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】

7
一

〇几
U

ユ

日
琵
小
.

一

句
e

汀
買
〇

二

ゝ

ゝ
白
瓜

頭
声
甲
知
b
ゝ
』

ヱ

C
H
田
N

民
A
河
C

駕
】

C
に
E
ト

河
田
一
J

-

宗
-

-

か

d

d
-

s
.

i

P
-

N
.

ヨ
.

屯
p

p

あ
の

G
旨
<
d
-

O
t
●

づ
○

臼
-

e

I
.

d
リ

○
出
P

e

H

I
t

巧
○

臼
-

e

I

H

I
.

→
0

日
e

l

d
､

.

づ
○
出
P

①

く
.

(

如
く
)
}

合
叫

(

く
)

p
●

(
Ⅰ

く
)
}

い
ー

¢

(

Ⅰ

)

p
.

〔
Ⅰ

く
)
-

N

訟
(
:

)

ワ

(
Ⅰ

く
)

∵

と
ひ

(

く
)

p
.

(
H

<
)
-

い

ー

ー

(
l

)

ワ

→
○

日
の

く
H
.

(
Ⅰ

く
)
一

日
N

p
.

(

蔑
)

(

鞋
〕

①
-
初
版
の

第
一

樹
は

造

兵

廠
曲

者
館

(

出

戸

阜
票
8

お

よ

び

ジ
ュ

ネ
.
-

ヴ

商

事
館

(

H
f

N
.

謡
N

)

に
､

第
二

戚

は

造

兵

廠
麟

書

館
(

ロ
ト

N

〇
.

票
00

)

に

所

蔵
さ

れ
て

い

ま

す
｡

②

初
版
に

は

｢

ジ
ュ

¶

㌧
ま

た

は

薪

言
イ

ー

ズ
+

と
い

う

畏

■
名
は
つ

い

て
い

ま

せ

ん
｡

し
か

し
､

マ

テ
エ

ス

ク

リ

プ

ト

に

は
つ

い

て

い
･
ま

す
｡

.

③

こ

の

書
物
に

か

ん
■し
て

は
､

一

七

六
一

年
の

初
版
の

う

ち
忙

二

種
顛
､

一

七

大
二

年

版
･
と

し

て

三

種
顛
､

一

七

六

四

年

版
､

六
五

年

版
､

七

〇

年

版
と

し

て
･
各
一

種
類
､

一

七

七

二

年

取
上

し

て

二

種

寮
､

一

七

七

ヨ

年

取
､

七

五

年

版
､

七

六

争

辰
､

七

八

年

唇
と

し

て

各
一

種
類
の

償

作
が

あ

り

ま

す
｡

■､

④

と
の

書
物
に

は
､

フ

ラ

ン

ス

版

首

六
､

′ド
イ

ツ

阪

十
五
､

イ

ギ

リ

ス

取
一

一

十
二
､

ア
.メ
,

カ

堅
ニ

､

ス

一ぺ
イ

ン

旋

十
七
､

オ

ラ

ン

ダ

阪
一

･､

ハ

ン

ガ

サ

ー

堅
｢

イ

ク

リ

ナ

阪

十
七
､

ポ

ル

ト

ガ

ル

旋

】

､

や

シ

ア

版
一

､

チ

チ
コ

択
一

､

ト

ル

コ

版
二

が
あ

り

ま

ナ
｡

.

昔

■
､

■
■
評

･

デ

ピ

ネ

夫
人
の

塊
供
し

七
｢

ニ

ル

､
､

､

ダ

ー

ジ
ュ

+

に

移
り
住
む

よ

う
に
.

な
つ

た
ル

ゥ

ソ

ー

は
､

一

七

五

大

年
大

月
ご

ろ
か

ら
こ

の

小
設
計

書
こ

う

と

患
い

た

ち
､

同
年
末
か

ら
五

七

年
は

じ

め

に

か

け

て

『

新

吉
イ

ト

ズ
』

,
の

第
一

部
と

第
二

部
の

執
筆
に

着
手
し

ま

し
た

が
､

そ
の

後
一

時

的

に
デ

イ

ト
P

と
の

仲
た

が

い

や

ド
ゥ

ド

ト

夫
人
と
の

愛
情
問
題
な

ど
■
が

あ

つ

.て
､

結

局
は
→

七
五

七

年
七

月
に

第
一

部
と

第
二

部
と

を

完
成
し
ま

し
.

た
｡

一

七
五

八

年
九

月
十

≡

月
､

ル

サ

ソ

ー

は
ア

ム

ス

テ

ル

ダ

ム

の

レ

イ

書
店
主

に
､

こ

の

小
詮
が

ほ

と
ん

ど

完
成
し

た

と

告
げ
て

い

ま

す
｡

ま

た

.一

七

大

〇
年
十
月
〓

十
八

日

何
で
､

レ

イ

書
店
主

ほ
ル

ゥ

ツ

ー

た
た
い

し

て

大
葬
つ

ぎ
の

よ

う
な

手
紙
を

書
い

て

小

ま

す
｡

｢

ジ
ュ

リ

ト

ほ

四

千
部

印
刷
し

て

い

ま

す
が
､

そ
の

う
ち
二

千
部
は
フ

ラ

ン

ス

用
と

し
て

バ

リ

の

ロ
.

ハ

ゾ

書

店
で

阪

茸
し
で

も
ら
い

ま

す
｡

牛
年
も
し

く
は
一

年

沸
い

の

條

件
で
､

一

部
八

ポ
ン

ド

で

東
か
ま

す
｡

あ
上

の

二

千
部
ほ

普
方
で

阪
賛
し

ま

す
が
､

そ

の

う
ち

約
五

百
部
を
P

ソ

ド

ン
ヾ

ジ
ュ

ネ
ー

ヴ

そ

し

て

ド
.
イ

ツ

に

蓬
る

つ

も
り
で

す
｡

+

こ

の

よ

う

に

し

て

『

新
エ

ロ

イ

ー

ズ
』

の

新

刊
書
は
一

七

大
一

年
一

月
に
､

そ
の

序
文
は

二

月
十

六

日

に
パ

ワ

で

見
ら

れ
る
よ

う
に

な

り
せ

し

た
｡

こ

の

書
物
に
か

ん

し
て

は
､

■

ぞ
一

ユ

ル

■･
モ

ル

ネ

教
授
の

批
評
版
(

前

掲
)

に

き
わ

め

て
一

く

わ

し

い

考

琵
が

あ
り
ま

す
｡

〔

耗

甘
契

約
執
〕

『

敢
昏
契
約
論
』

の

初
版
に

は

つ

ぎ
の

よ

う
に

二

つ

の

塑
が

あ
り
､

･

ヂ

;
ウ

ー

ル

は

後
者
を

オ

リ
ジ

ナ

ル

･

テ

キ

ス

ト

と

し
て

い

ま

サ
が
J

･

＼
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